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宇宙開発・利用のトレンド

• 官から民へ:民間市場の創出(Commercialization) ＋
官が民間サービスを調達(Private Service Procurement)

第1回 産業構造審議会 製造産業分科会 宇宙産業小委員会(経済産業省）
資料 (令和６年３月25日）001_05_00.pdf (meti.go.jp)
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ロケットと通信衛星のコスト/性能指標

ViaSat-3WGS-11+

Buy before You Build, Hudson 
Institute
Buy+Before+You+Build+-
+Peter+Cunniffe+Megan+Lewis+
Bryan+Clark+-
+Oct+2023+(1).pdf

Dollars/Gbps
160M

150M

50M

40M

30M

20M

10M

0M

60M

500/kg

200/kg

100/kg

50/kg

20/kg

10/kg

5/kg

1/kg

2/kg

0.5/kg

FY2021 Dollars

1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

WGS1-7 WGS11+ Traditional
FSS

Astranis
MicoGEO ViaSat-1 ViaSat-2 ViaSat-3

Space X Falcon 9



6

世界の宇宙産業の市場規模(2022年）

民間衛星サービス

衛星用地上機器
衛星製造

打上げ
サービス

政府宇宙事業
（科学・探査・安全保障）

米国以外

米国

BryceTech - Reports

54兆円
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宇宙産業の市場予測

(140兆円）

(70兆円）

(210兆円）

In M$ (1$=140円)

2024

日本の目標:
4兆円(2024) ８兆円(2030年代早期）

第1回 産業構造審議会 製造産業分科会 宇宙産業小委員会(経済産業省）
資料 (令和６年３月25日）001_05_00.pdf (meti.go.jp)
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宇宙戦略基金
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防衛、宇宙、商業宇宙政策に係る戦略、計画等の体系

国家防衛戦略

宇宙安全保障
構想

防衛力整備
計画

宇宙技術戦略

宇宙基本計画

国家安全保障
戦略

宇宙基本計画
工程表

策定指示

• Technical Leverage(技術成果の活用)
• Commercial Space Leverage(商業宇

宙の活用）

5年間１兆円

5年間２兆円

10年間１兆円

令和４年１２月閣議決定

令和5年6月宇宙
政策委員会決定

令和５年６月閣議決定 令和５年６月宇宙戦略本部
決定(令和５年12月改定）

令和６年３月宇宙
政策委員会決定
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• 我が国が、宇宙空間を通じて国の平和と繁栄、国民の安全と安心を増進しつつ、同盟国・同
志国等とともに、宇宙空間の安定的利用と宇宙空間への自由なアクセスを維持すること

• その際、防衛力の強化と宇宙産業の発展の好循環を促し、安全保障と経済の両面に裨益す
る、国際的競争力のある持続的な宇宙産業基盤を確立すること

「安全保障(①宇宙からの安全保障、②宇宙の安全保障）のための宇宙アーキテクチャ 」

宇宙安全保障構想

宇宙アー
キテクチャ
の実現

宇宙産業
基盤強化

商業
市場確保

経済
成⾧

Ref. 宇宙安全保障構想(令和５年６月宇宙戦略本部決定）

「③宇宙産業の支援・育成 」
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Ref. 令和６年度防衛省概算要求資料、
令和６年度防衛省宇宙関連概算要求
説明資料

防衛力整備において宇宙利用が不可欠な主要分野

SSA/SDAと対処

注）スタンドオフ能力防衛、統合防空ミサイル防衛、無人アセット防衛、領域横断作戦、指揮統制・情報関連機能、
機動展開・国民保護、持続性・強靱性
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宇宙アーキテクチャ構築の選択枝と防衛力強化に必要な機能の対応
防衛力強化の分野宇宙アーキテクチュア構築の選択枝

宇宙アー
キテクチャ
の機能

SSA/
SDAと
対処

領域横
断作戦

スタンド・
オフ防衛
（反撃能力）

統合防空
ミサイル
防衛

保有形態、将
来の保有の
有無が未定

民間が
保有

同盟国
が
保有

我が国が保有、
または保有を
計画


――

GPS準天頂衛星PNT

―
情報収集コン
ステレーショ
ン

リモートセ
ンシング
衛星

―
情報収集衛星
(IGS)
静止光学衛星

情報収集


―

通信/光
通信コン
ステレー
ション

米軍事
通信衛
星
(PATS)

防衛通信衛星
(きらめき)
データ中継衛
星

情報通信

―――

ミサイル防衛
用宇宙システ
ム(探知・追尾
コンステレー
ション)

―早期警
戒衛星

ミサイル防衛
用宇宙システ
ム(探知・追尾
コンステレー
ション)

ミサイル
防衛

――――

民間SSA
衛星/
レーダ/望
遠鏡

―SDA衛星
レーダ/望遠鏡

宇宙領域
把握

PNT: Positioning, Navigation, and Timing GPS: Global Positioning System:主に使用する機能
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防衛省の商業宇宙を利用した技術実証研究

契約先等事業の概要

株式会社IHIエアロスペース
(令和６年３月６日契約)

新型宇宙ステーション補給機(HTV-X)に搭載した
赤外線センサを用いてHGV探知・追尾実証試験を実施衛星を利用した

HGV探知・追尾

スペースワン株式会社
(令和６年３月５日契約)

小型ロケット打上げ能力の増強、軌道投入の高精度化のために、メタン上段
ロケットエンジンを適用する燃焼実証試験を実施

小型ロケットの能
力向上

株式会社QPS研究所
(令和６年２月２８日契約)

小型衛星で取得した画像データ等の高速オンボード処理
や光通信によるデータ伝送に関する宇宙実証を実施衛星共通キー技術

の先行実証

キャノン電子株式会社
(令和６年３月２９日契約)

SDA（宇宙領域把握)能力の向上のため、軌道上の
光学衛星による低軌道から静止軌道までの衛星の
動きの検知実証を実施

多軌道観測衛星の
実証

川崎重工業株式会社
(令和６年３月２９日契約)

搭載センサのインターフェースの共通化等、軌道投入後
即応的に機能性能を発揮できる衛星の実証試験を実施
実証衛星に形状・材料ステルス性を持たせ、地上や
軌道上の他の衛星からの観測実証を実施

即応型マルチミッ
ション衛星の実証

HTV-X



• 世界の技術開発トレンドやユーザニーズの調査分析を踏まえ、安全保障・民生分野で横断的に我が国の勝ち筋を見据え、
我が国が開発を進めるべき技術の見極めと、その開発のタイムラインを示した技術ロードマップ注）を含む戦略

注)ここでの戦略は将来のあるべき姿を実現するための具合的道筋を示すもの（バックキャスト）ではなく、将来の技術予測(フォア キャスト）に近い(筆者注釈)

• 10年間で１兆円の支援を目指す「宇宙戦略基金」を含め、会計省庁・期間が予算要求、執行において参照する

• 必要な宇宙活動を自前で行う能力を保持（自立性の確保）するため、下記に資する技術開発を推進

①我が国の技術的優位性の強化 ②サプライチェーンの自律性の確保

14

宇宙技術戦略
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防衛省が関係省庁、防衛・宇宙関連企業等に期待する技術研究開発

防衛省戦略企画参事官発表資料、NPO法人宇宙利用を推進する会
シンポジウム「宇宙の安全保障利用の国際的潮流」、2024年5月21日



宇宙戦略基金
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「防衛・商業宇宙統合戦略（仮称）」の位置づけ

国家防衛戦略

宇宙安全保障
構想

防衛力整備
計画

宇宙技術戦略

宇宙基本計画

防衛・商業宇防衛・商業宇
宙統合戦略

(仮称)

国家安全保障
戦略

宇宙基本計画
工程表

策定指示

• Technical Leverage(技術成果の活用)
• Commercial Space Leverage(商業宇

宙の活用）

5年間１兆円

5年間２兆円

10年間１兆円
我が国の防衛において商業
宇宙の利用を促進し、防衛
力の増進と商業宇宙の活

性化の好循環を実現するた
めの統合戦略

令和４年１２月閣議決定

令和5年6月宇宙
政策委員会決定

令和５年６月閣議決定 令和５年６月宇宙戦略本部
決定(令和５年12月改定）

令和６年３月宇宙
政策委員会決定
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「構想」と「戦略・ロードマップ（工程表・計画）」の定義「構想」と「戦略・ロードマップ（工程表・計画）」の定義

予算、実行、評価、見直し戦略・ロードマップ
(実現に関する検討の

粒度高)

構 想構 想
(実現性に関する
検討の粒度低)

実現すべき
将来の姿

将来現在

現状でのベス
トエフォートの
将来予測

構想、戦略、ロードマップ、予測等において実現性に関する検討の粒度について明確な定義はない
→ 言葉の使い分けは曖昧でしばしば混乱する場合あり
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米国防省「商業宇宙統合戦略」
一企業への過度な依存を排除した、ミッショ
ン毎での政府主導と商業ソリューションのバラ
ンス

1.バランス

原則
(Principles)

商業セクターのイノベーション、スピード、ス
ケールを損なわいMIL規格の適用、目的毎
のシステム構築における商業規格と商業イン
ターフェースの考慮

2.相互運用性

商業ソリューション提供企業数の増加、サプ
ライチェーンの多様化、ソリューションの種類や
数の拡大による国家安全保障アーキテクチャ
の強靱化、商業ソリューション自身のサイバー
攻撃対する国防省の支援による抗たん性の
強化

3.強靱性

国防省の国際的規範・基準並びに宇宙で
の責任ある行いの信条に基づく行動、商業
セクターと協働する際の国防省の倫理行動
の⾧期コミット

4.責任ある行動

米国防省
「商業宇宙統合戦略」
Apr. 2,2024, DoD
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米国防省「商業宇宙統合戦略」

アプローチ（手段、方策）優先事項

• 国防省は、紛争時の商業ソリューションへのアクセスを担保するために契約またはそ
の他の取極を結ぶ

• これらの契約または取極は、商業者が満たすべきサイバー、データ、並びにサプライ
チェーンセキュリティを明記する

• 必要な場合には、契約は国防省の要求を他の商業的顧客より優先することを可
能にする

1.紛争時の商業ソリューションへ
のアクセスの確保（紛争時の商
業能力の増強を含む）

• 国防省は、商業ソリューションを用いて、技術試験並びに戦術構想の立案のため
に、図上/訓練演習を行う

• 堅牢な民間と国防省の関係は、サイバー、データ、並びにサプライチェーンセキュリ
ティのリスクや脆弱性を軽減し、運用構想の立案を助ける

2.紛争や危機に際しシームレスに
利用するために事前の統合を達
成(運用計画、訓練などの日々
の支援を含む）

• 必要な状況においては、民間のアセットを守るため軍事力の行使が行われる
• 通常は、国際的な規範と基準、脅威情報の共有注１）、経済的保護注２）を通じ

て守られる
注1)マルチレベルの秘密を含むSDA、サイバーセキュリティ脅威情報
注2)民間保険、政府戦争リスク保険、米政府提供保険、Public Law 

85-804による補償

3.商業宇宙の実施者のリスクを
低減し安心・安全な運用環境の
促進

• 国防省は、商業技術を装備化またはその技術を評価し、個人投資家や商業金
融家の投資意欲を向上させ、国家安全保障上必要不可欠な分野でのハードル
を取り除き、最終的に兵士に迅速に商業ソリューションを届けるために、可能な財
政、契約、政策的手段を用いる

• 国防省は、倫理的行動にコミットし、商業宇宙統合に際し知的財産を保護する

4.統合軍のための新たな商業宇
宙ソリューションの支援と開発
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米国防省「商業宇宙統合戦略」

任務分野商業宇宙利用の
３分類

1. 戦闘力投射(Combat Power Projection)
2. 指揮統制（C2:Command and Control)
3. 電磁波戦(EW: Electromagnetic Warfare)
4. 核爆発検知(NUDET: Nuclear Detonation Detection)
5. ミサイル警報(MW: Missile Warning)
6. 位置・航法・時刻(PNT: Positioning, Navigation, and Timing)

政府主導の任務
分野

(Government 
Primary Mission 

Areas)

1. サイバー空間運用(Cyberspace Operations)
2. 衛星通信(SATCOM: Satellite Communication)
3. 衛星運用(Spacecraft Operations)
4. 戦術情報、監視、偵察(TacISR: Tactical Intelligence, Surveillance, 

and Reconnaissance)
5. 宇宙領域把握(SDA: Space Domain Awareness)
6. 環境モニター(EM: Environmental Monitoring)

ハイブリッドの任務
分野

(Hybrid Mission 
Areas)

1. 宇宙へのアクセス、移動、補給整備(SAML: Space Access, Mobility, and 
Logistics)

2. 任務横断的な能力とサービス(Crosscutting Capability and Service, i.e.  
decision support, software and tools, rapid prototyping, AI, data 
management, ground support, modeling and simulation)

商業主導の任務
分野

(Commercial 
Primary Mission 

Areas)
Buy

Build

カテゴリー分けは商業宇宙能力や任務要求の変化によって変わり得るが、時々の都合による
統一性のない分類を排除する必要
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まとめ
日本版防衛・宇宙統合戦略（仮称）の検討に当たっての前提事項とポイントの整理

 検討に当たっての前提事項

 喫緊の重要事態（台湾危機(2024~))等に対処する防衛力に必要なSpace Architectureの明確化

 米国との協力(Allied by Design注))は必須であるものの、米国との防衛構想の差異の明確化

米国:グローバルなPWSA(Proliferated Warfighter Space Architecture)

Qualification(適正化）

日本:東アジア地域のRWSA(Regional Warfighter Space Architecture)

 我が国の商業宇宙規模は小さいく、現状、信頼できる防衛サプライチェーンとして脆弱
(経産省の努力目標→2030年代初頭で国際市場の約8.5%(8兆円)、その後は??)

注) Allied by Design: Executive Director SSC(Space Systems Command)/IA, Ms. Deana Ryals at 25th Global 
MILSSATCOM, 2023 in London, UK

PWSA、
RWSA?PWSA

RWSA
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まとめ(続き)
日本版防衛・宇宙統合戦略（仮称）の策定に当たっての前提事項とポイントの整理（続き）

 検討に当たってのポイント

1. 我が国が優先して構築すべきRWSAの全体像と工程表を明示

2. 米国防省「商業宇宙統合戦略」に示された、「原則」、「優先事項とそのアプ
ローチ」、「商業宇宙利用の３部類」を参考に、我が国に必要な防衛・商業宇
宙統合戦略の考え方を整理

3. 平時、グレーゾーン、有事での主権的なISR1)、Targeting、JADC2BM2)の
確保や迅速、効率的なSpace Architecture構築のため、以下のバランスを
考慮

①国内商業宇宙の最大活用
②防衛サプライチェンーとして信頼できる国内宇宙防衛産業基盤の創出
③同盟国・同志国間での互いの政府保有アセットや商業宇宙の相互利用・

共同開発(Allied by Design)

手頃そうだ
から使っ
ちゃおかな

1) ISR: Intelligence, Surveillance and Reconnaissance
2) JADC2BM: Joint All Domain Command & Control and Battle Management
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ご清聴ありがとうございました

防衛分野での商業宇宙利用を
Buzz Word

にしてしまわない事を願って


